第２章　気象
　
昭和57年は、気温・降水量・日照時間等は平年と比較して大きな変化はなかったが、次のような特徴が挙げられる。１．３月及び５月の高温、また低温傾向の夏や暖冬傾向の初冬等、気温の変動が大きかった。２．６月13日に梅雨入りとなったが、雨らしい雨は殆んど降らなかった。７月中旬になってやっと雨が降り出し、梅雨明けも平年より10日遅れた。３．台風は24個発生し、そのうち10号、13号、18号及び19号の４個が上陸したが、いずれも近畿への直撃は免れた。しかし、台風10号及びそれに続く低気圧により、近畿地方では大和川を中心に大きな被害を受けた。
　１月　
　前半は移動性高気圧におおわれる日が多く、気温は高目に経過し11日から12日は３月下旬並の暖かさになった。
　中旬の後半及び下旬の後半には強い冬型となり、17日は近畿各地に積雪をもたらした。また27日は再び冬型となり第一級の寒気団が南下したため、近畿地方はこの冬一番の低温となり日本海側では1メートル前後の大雪となった。
　２月
　上旬は冬型の気圧配置が続き、気温は平年より低かったが、中旬頃から周期的な天気変化となり、南海上を時々低気圧が東進するようになった。この頃から春近しという気配となってきた。
　３月　
　中旬の気温は平年よりも3.8度高く５月上旬並の陽気となった。このため桜の開花も平年より９日も早く23日となった。また５日は低気圧が発達しながら日本海を東進し春一番となった。しかし下旬には寒の戻りに見舞われ、霜による農作物の被害が出た所もあった。
　４月　
　天気変化は大体周期的だったが、初めのうちは低温気味で、桜前線も足踏み状態となった。 10日から11日は九州地方を中心に寒気が入り、近畿でも山間部で、5センチメートルから10センチメートルの積雪をみた。月末は高温でぐずつき気味のゴールデンウイークの幕明けとなった。なお日照時間の212.1時間は４月としては第２位の多照を記録した。
　５月　
　気温は、月半ばと下旬前半に一時下ったが、月を通してかなり高温となった。天気は初めはぐずついたが、中頃は移動性高気圧に、後半は太平洋高気圧におおわれ、晴の日が多かった。月平均気温は高い順位の第２位を記録した。
　６月　
　近畿の入梅は13日（平年８日）だったが、その後移動性高気圧におおわれ晴の日が多く空梅雨を思わせた。また時々寒気が南下し、特に20日から21日にかけての寒気は強く、近畿の所々でひょうが降り、農作物等被害を受けた。 21日は大阪でも局地的な豪雨と共にひょうが降り、出水、落雷、停電等の被害があった。ひょうの降ったのは大阪では24年ぶりの事である。
　７月　
　６月から続いた少雨傾向は、７月上旬後半になって梅雨前線が北上したため一変して下旬にかけて多雨となった。梅雨明けは遅く27日（平年17日）となった。また月をとおして低温傾向で、特に中・下旬は低く、このため月平均気温は低い順位の第１位を記録した。
　８月　
　台風10号は近畿の大部分を暴風圏にまき込みながら２日には渥美半島に上陸した。ひき続いて南岸を低気圧が通過したため、近畿地方は大雨となり、大きな被害を受けた。中旬は不安定な天気が続き、雷雨が多かった。 27日は台風13号が宮崎県に上陸し、近畿地方は強風が吹いた。下旬は夏型が強まり高温が目立った。
　９月　
　上旬後半から曇雨天の日が多く、特に中旬以降は休日や、週末の悪天が目立った。 12日は台風18号が御前崎に、25日は台風19号が宇和島付近に上陸し、近畿地方では風雨が強かったものの被害は少なかった。気温は上・中旬共低温で経過し、下旬は平年並に戻ったが、月平均気温は平年より1.2度低く、低い順位の第４位を記録した。
　10月　
　７月から９月にかけては低温傾向だったが、10月はやっと平年並に戻った。上旬は北高型の気圧配置で天気はぐずついたが、その後周期的変化となった。しかし25日は一時冬型の気圧配置となり寒くなった。なお下旬は晴天が多く、21日から30日にかけては無降水日が続いた。
　11月　
　冬型の気圧配置が少なく、日本付近を低気圧が周期的に通過した。このため比較的曇雨天の日が多く、気温は高目に経過した。月平均気温は各地共高く、大阪では高い順位の第２位を記録した。しかし下旬には今寒候期初めての本格的な季節風が吹いた。
　12月　
　時々冬型の気圧配置となったが、長続きしなかった。下旬は大きな気圧の谷の影響でぐずついた時期もあったが、天気は大体周期的に変化し、比較的おだやかな日が多かった。月平均気温は8.6 度で11月に引き続き高目に経過し、1979年以来、初冬としては暖かかった。
